
（別紙様式例４）

公表日：2025年    2月　　25日 事業所名： 多機能型事業所コーラル

はい
どちらと
もいえな

い
いいえ 工夫した点、改善点 はい

どちらと
もいえな

い
いいえ

わからな
い 保護者の方のご意見

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペース
の十分な確保

6 2 10 1
・隣のホールや活動室等もコー
ラルが使えるとダイナミックな遊
びもできてよいのでは？

スペースの有効活用に努める。

2 職員の適切な配置 2 4 2

・医療的ケアが必要な子どもの
増加に伴い、看護師の充実を図
る事で、安心・安全な医療的ケ
アを実施する。

10 1
・ニーズに応じてスタッフの充実
に努める。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー
化、情報伝達等に配慮した環境など障が
いの特性に応じた設備整備

7 1

・活動室等を活用することで収
納場所の不足が解消された。一
人ひとりの特性に合わせた環境
については更に研究していきた
い。

10 1

・駐車場が不便に感じる。駐車
場が狭いので、バギーを出すの
も周りに気を遣う。雨の日はカー
ポートや屋根がないので濡れて
しまう。
・入口に外に屋根がないことは、
障がい児の事業所として非常に
困る。

・駐車場や雨の日の対応など、
利用者に快適に使っていただけ
る環境整備を進める。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動
に合わせた生活空間の確保

8
・十分にサーキットができるス
ペースとスヌーズレンが実践で
きる場所が確保できている。

11
・今後も感染症対策等を徹底
し、子どもがリラックスできる空
間設定を行っていく。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル
（目標設定と振り返り）への職員の積極的
な参画

5 3
・改善点が出てきた場合には、
スタッフ全員で話合いを行い、す
ぐに改善できるよう努めている。

・今後もPDCAサイクルを継続し
ていく。

2
第三者による外部評価を活用した業務改
善の実施

・第三者評価は現在実施してい
ない。

・第三者評価の活用を検討す
る。

3
職員の資質の向上を行うための研修機
会の確保

6 1

・今スタッフに必要な専門性につ
いて把握し、その都度外部講師
を招いたり、事業所内で研修を
実施したりすることで資質向上
を目指している。

・スタッフのニーズや必要な専門
性に合わせて適切に研修計画
を立案し、更なる資質向上に努
める。

1
適切に支援プログラムが作成、公表され
ているか

6 1 1 ・HPにおいて公表予定である。 9 2
・公表した支援プログラムの周
知に努める。

2

アセスメントを適切に行い、子どもと保護
者のニーズや課題を客観的に分析した上
での児童発達支援計画又は放課後等デ
イサービス計画の作成

6 1 1

・スタッフの異動が多く、アセスメ
ントやニーズの理解、共有する
時期が後ろにずれ込んでしまい
がちになっている。

9 2

・重心児にとって放課後デイ
サービスでの入浴、送迎は必要
な項目だと思う。私にとっても娘
にとってもコーラルは安心して過
ごせる大好きな居場所なので、
入浴や送迎がないことで他の事
業所を探さないといけなくなるこ
とは避けたい。

・子どもやその保護者のニーズ
に対応した環境整備や支援計
画の作成に努めていく。

3

児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画における子どもの支援に必
要な項目の設定及び具体的な支援内容
の記載

7 1
・各担当がモニタリングを行い、
ケア会議において全スタッフが
確認し共通理解を図っている。

9 2
・客観的な実態把握とそれに対
応した具体的な支援内容の選
定に努める。

4
子どもの状況に応じて、個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援
又は放課後等デイサービス計画の作成

8
・子どもの実態に合わせて、集
団活動と個別活動を適宜組み
合わせて療育を行っている。

・実態に合わせた集団活動と個
別活動のバランスを客観的に評
価し計画を作成していく。

5
児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画に沿った適切な支援の実施

8
・毎日のミーティングの中で支援
計画を意識した支援について打
ち合わせている。

9 2
・スタッフ一人一人が常に支援
計画を意識した活動の実施に努
めていく。

6 チーム全体での活動プログラムの立案 7 1

・保育士が中心となって作成した
活動プログラムを基に、意見交
換を行い修正しながらプログラ
ムを立案している。
・適宜、保育部会を持ち、活動プ
ログラムの検討を行っている。

・ミーティングを活用して、活動
プログラムを検討していく体制を
構築する。
・保育部会を定期的に実施して
いく。

7
活動プログラムが固定化しないような工
夫の実施

7 1

・毎月の計画を立てる際に、週
ごとの活動プログラムを立案し、
バラエティにとんだ活動を計画・
実施している。

10 1
・スタッフ全員でアイディアを出し
合うような話合いの場を設定す
る。

8
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細や
かな支援

7 1
・関わりの留意点について、各
担当者がその都度意識をしなが
ら関わるように努めている。

・毎朝の打合せを徹底する。

9
支援開始前における職員間でその日の
支援内容や役割分担についての確認の
徹底

8

・毎朝のミーティングにおいて、
支援内容や役割分担について
詳細に打ち合わせるようにして
いる。

・ミーティングにおける綿密な打
合せにより、支援内容や役割分
担を確実に理解した上で療育に
当たるようにする。

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用

事業所職員及び保護者の方の御意見を踏まえ、自己評価の結果を公表します。
評価を踏まえて、事業所の運営における課題点及び改善すべき点を確認し、今後の運営に活かしていきます。
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評価を踏まえた
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10
支援終了後における職員間でその日行
われた支援の振り返りと気付いた点など
の情報の共有化

6 2

・スタッフがそろわない場合が多
いが、記録を確認することで、支
援を振り返ったり情報を共有し
たりしている。

・詳細に記録をとることで、情報
の共有化を図っていく。可能な
場合は、スタッフが集まり情報を
共有する時間をとる。
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11
日々の支援に関しての正確な記録の徹
底や、支援の検証・改善の継続実施

8

・各担当者が書いた記録をパソ
コン上で全スタッフが確認するこ
とができるようになっている。必
要に応じて支援に対する話合い
を行っている。

・定期的に記録の書き方につい
て、意識統一する機会を持ち、
スタッフにより差異がないように
する。

12
定期的なモニタリングの実施及び児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス
計画の見直し

6 2
・定期的な見直しを行っている
が、時期が遅くなることがある。

・定期的な見直しができるよう
に、年間スケジュールに見直し
時期を明記して、見直しが遅れ
ないよう意識する。

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい
者による障害児相談支援事業所のサー
ビス担当者会議への参画

7 1 ・必要に応じて行っている。
・今後も児童発達支援管理責任
者を中心として積極的にサービ
ス担当者会議に参画していく。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場
合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教
育等の関係機関と連携した支援の実施

7 1 ・必要に応じて実施している。

・今後も連携した支援の充実を
図るために積極的に参画を図っ
ていく。そのためにスタッフの勤
務体制の整備を図る。

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場
合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連
絡体制の整備

7 1

・保護者を通じて主治医と連絡
を図っている。協力医療機関と
は、必要に応じて連絡を取るよ
うにしている。

・今後も連携した支援の充実を
図るために積極的に参画を図っ
ていく。そのためにスタッフの勤
務体制の整備を図る。

4

児童発達支援事業所及び放課後等デイ
サービス事業所からの円滑な移行支援
のため、保育所や認定こども園、幼稚
園、小学校、特別支援学校（小学部）等と
の間での支援内容等の十分な情報共有

6 1
・日常的に情報交換を行い情報
共有するようにしている。

・定期的な支援会議を実施する
などして、更に十分な情報共有
を図っていく。

5
他の障害福祉サービス事業所等への円
滑な移行支援のため、それまでの支援内
容等についての十分な情報提供

7 1
・他の事業所へ移行する際に
は、十分な情報提供を行ってい
る。

・切れ目のない支援が実施でき
るよう、丁寧な引継ぎを行ってい
く。

6
児童発達支援センターや発達障害者支
援センター等の専門機関と連携や、専門
機関での研修の受講の促進

7 1

・専門性向上につながる研修に
ついては積極的に受講するよう
にしている。必要に応じて、専門
機関との連携を図っている。

・今後も研修を積極的に受講
し、専門性の向上を図っていく。
・連携体制の構築に努める。

7

児童発達支援の場合の保育所や認定こ
ども園、幼稚園等との交流や、放課後等
デイサービスの場合の放課後児童クラブ
や児童館との交流など、障がいのない子
どもと活動する機会の提供

1 2 5
・コロナ禍では、十分な交流がで
きていない。

4 4 3 ・特に求めていない。
・感染症の状況を見極めなが
ら、交流機会を徐々に増やして
いく。

8
事業所の行事への地域住民の招待など
地域に開かれた事業の運営

1 5 2
・コロナ禍では、十分な交流がで
きていない。

・感染症の状況を見極めなが
ら、交流機会を徐々に増やして
いく。

1
支援の内容、利用者負担等についての
丁寧な説明

7 1
・契約を行う際に、丁寧に説明を
行っている。

9 2
・契約時における丁寧な説明を
継続して行う。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画を示しながらの支援内容の
丁寧な説明

8

・個別支援計画の作成時、見直
し時に丁寧に説明を行っている
が、時期が遅れ気味になってい
る。

8 1 2
・個別支援計画の定期的な面談
は行われていないように感じる。

・児童発達管理責任者から定期
的に丁寧な説明を行うよう努め
る。

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、
保護者に対するペアレント･トレーニング
等の支援の実施

5 3

・ペアレント・トレーニングの機会
が十分には取れていない。
・送迎時に保護者の話を聞き、
一緒に考えるようにしている。

5 3 3

・保護者に対して、ペアレント・ト
レーニングを行う場を設定し支
援を行う。
・スタッフのペアレント・。トレーニ
ングに対する専門性の向上を図
る。

4
子どもの発達の状況や課題について、日
頃から保護者との共通理解の徹底

8

・活動の状況をパソコン上で毎
日保護者に公開したり、送迎時
に口頭で伝えたりすることで共
通理解を図っている。

11
・最近はお返事があまりできて
いないが、HUGでの活動報告が
いつも楽しみである。

・現在の取組を継続し、保護者
との共通理解を更に図っていく。

5
保護者からの子育ての悩み等に対する
相談への適切な対応と必要な助言の実
施

8
・必要に応じて実施している。も
う少しじっくり話を行う時間が取
れると良い。

9 2
・お迎え時に対面でお話できる
ので共通理解ができていると思
う。

・送迎時を捉えて保護者と話を
する機会をしっかりととる。
・面談の時間を確保する。

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の
開催による保護者同士の連携支援

8
・保護者参加のイベントを開催
し、その際、保護者同士の交流
の機会が取れるようにしている。

7 2 2

・親子イベントでは、一緒に活動
をしたり保護者同士でお話しす
る時間があったり、とても楽しい
時間を過ごすことができた。
・定期的にイベントがあってうれ
しい。またそういう時間がほし
い。

・機会を捉えて、親子参加型の
イベントを開催し、保護者同士
の交流の場を設ける事で連携を
図っていく。

7

子どもや保護者からの苦情に対する対応
体制整備や、子どもや保護者に周知及び
苦情があった場合の迅速かつ適切な対
応

8
・意見箱を設置し、保護者から
の要望を挙げていただいてい
る。

7 1 1 2

・保護者からの苦情や要望が
あった場合に、迅速に対応でき
るように、報告・連絡・相談体制
を徹底する。
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8
障がいのある子どもや保護者との意思の
疎通や情報伝達のための配慮

8
・スイッチ教材を用いることによ
り、意思表示ができるような配慮
を行っている。

10 1
・ICT活用（視線入力を含む）を
積極的に行うことで、意思伝達
を図れるよう支援する。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行
事予定、連絡体制等の情報についての
子どもや保護者への発信

6 2
・SNSを積極的に活用し、情報を
発信している。

9 1 1
・インスタグラムでの写真や動画
の投稿をいつも楽しみにしてい
る。

・今後も様々な情報提供ができ
るようSNSの更新を積極的に
行っていく。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応 8

・保護者に個人情報の扱いにつ
いての同意書を出していただ
き、それに基づいて対応してい
る。また、必要に応じて同意を得
るようにしている。

10 1
・今後も個人情報の取り扱いに
ついては、十分に留意して対応
していく。

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアルの策定と、職
員や保護者への周知徹底

7 1
・定期的な見直しとそれを基にし
た十分な研修を行っていく必要
がある。

6 1 4

・スタッフに対する研修の充実を
図る。
・保護者に対して、マニュアルの
説明や周知を行う機会を設け
る。

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避
難、救出その他必要な訓練の実施

8
・定期的に避難訓練を実施して
いる。

9 2

・地震、火災については、訓練を
実施できているが、訓練に参加
できていない子どももいるため、
全員に対して実施できるよう計
画する。

3
服薬や予防接種、てんかん発作等の子
どもの状況の確認の実施

8
・てんかん発作の様子を動画等
を見ながらスタッフ間で共有して
いる。

・発作時の対応についてスタッフ
間で情報共有し、適切な対応が
できるよう努める。

4
食物アレルギーのある子どもに対する医
師の指示書に基づく適切な対応

5 3

・アレルギーについて保護者か
らの情報提供を基に対応してい
る。指示書はいただいていな
い。

・アレルギー対応についてスタッ
フ間の情報共有を徹底する。

5 安全管理の徹底 7 1
・子どもが安心・安全に活動でき
るよう、ミーティング等でスタッフ
間の共通理解を図っている。

8 1 1 1
・保護者に対して、安全管理に
ついて丁寧に説明し、理解を図
る。

6
家族等との連携を図るため、安全計画に
基づく取組内容についての家族等へ周知

7 1
・保護者に対して、安全計画に
ついて丁寧に説明し、周知を図
る。

7
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内
での共有の徹底

7 1

ヒヤリハットがあった場合、報告
書に詳しい経緯を記し、再発防
止策を検討した後に全スタッフ
に周知している。

・ヒヤリハット事例を蓄積し、重
大事故が起こらないよう努める。

8
虐待を防止するための職員研修機会の
確保等の適切な対応

8

・年度当初に研修を実施すると
ともに定期的にチェックリストを
用いてセルフチェックを行ってい
る。

・定期的なセルフチェックを継続
する。
・虐待に係る具体的な事例を挙
げ、スタッフ間で注意喚起を行っ
ていく。

9

やむを得ず身体拘束を行う場合における
組織的な決定と、子どもや保護者に事前
に十分に説明・了解を得た上での児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス
計画への記載

7 1

・年度当初に研修を実施すると
ともに定期的にチェックリストを
用いてセルフチェックを行ってい
る。
・身体拘束のマニュアルを作成
している。

・定期的なセルフチェックを継
続する。
・必要に応じて組織的な決定
を行い、丁寧な説明と了解を
得た上で支援計画への行う。

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
・
連
携
支
援

非
常
時
等
の
対
応


